
 

 

●国内Ａコース 

「川崎市中原区武蔵小杉における都市のサステイナビリティとコミュティ政策研修」（担当：小島） 

 

１．目的 

 2017 年 3 月に締結された法政大学と川崎市の中原区武蔵小杉駅周辺地域のまちづくりに関する交流・

連携協定に基づいて、持続可能な都市を模索する域学連携事業の一環として実施します。 

超高層マンション群の建設で人口が急増し、メディアでもたびたび報道され、全国的にも注目を浴びる

武蔵小杉駅周辺地域には、同時に都市の持続可能性に関する多様な課題があり、中長期的な視点で都市

政策を展開する必要があります。そこで、法政大学付属二中校も立地し法政大学との縁が深い同地域の

コミュニティ政策について、川崎市中原区役所地域振興課の公務研修生として取り組みます。 

2018 年度は、2040 年における武蔵小杉の望ましい姿を描いた「コスギ・コミュニティビジョン 2040」

の実現に向けて、同ビジョンが掲げるライフ＆ヘルス・コミュニティに関わる地域の多様な健康づくり

資源の調査発掘・取材、関連イベント等への参加と運営補助・取材、まちづくり提案をミッションとしま

す。食･スポーツ・生きがいなど幅広い内容を含む健康をテーマとして、「コスギ・コミュニティ 2040」

の推進にコミットし、研修の成果もまちづくりに活用する予定です。さらに、区役所以外にも地域のいく

つかの団体や地元のメディアと連携します。取材のトレーニングも受け、実際に取材した内容は報道に

使う可能性もあります。 

 

２．受け入れ団体 

川崎市中原区役所 

 

３．対象学生と人数 

 2年生以上で 4～5名とします。 

※全てのコースの学生に推奨します。特に、自治体職員や公的団体への就職を志望する学生、メディア

への就職を志望する学生、健康・スポーツ関連企業などへの就職を志望する学生に推奨します。 

 

４．行程 

8日間（＋任意参加のオプショナル研修 1日）※全行程日帰りです。  

・9月 3日（月）～4日（火）、9月 6日（木）～7日（金） 

・9月 9日（日）※オプショナル研修のため任意参加 

・9月 11日（火）、9月 12日（水）、9月 14日（金）、9月 15日（土） 

 

５．費用 

 自宅から現地（JR及び東急の武蔵小杉駅）までの交通費と昼食費です。 


